
工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者

実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A30-26 A105 5322004
株式会社関電L&A
社会福祉法人恩賜財団済生会／株式会社関電エネルギー
ソリューション

大阪府済生会千里病院 大阪府吹田市 単独
高効率空冷ヒートポンプチラー導入による
CO2削減事業

A30-27 A111 5322009 福寿工業株式会社 101工場 岐阜県羽島市 単独
101工場の高効率空冷式熱源機の更新による
CO2削減事業

A30-28 A112 5322010 医療法人徳洲会 四街道徳洲会病院 千葉県四街道市 単独 高効率チラー導入によるCO2削減事業

A30-29 A119 5322017
NTT・TCリース株式会社
国立大学法人金沢大学／日本ファシリティ・ソリューション株
式会社

金沢大学附属病院 石川県金沢市 単独 金沢大学附属病院ESCO事業

A30-30 A121 5322019 SKハウジング株式会社 大阪リバーサイドホテル 大阪府大阪市 単独 高効率空調機導入によるCO2削減事業

A30-31 B101 5332001 株式会社ユー・エス・エス
株式会社ユー・エス・エス大阪会場／株式
会社ユー・エス・エス神戸会場／株式会社
ユー・エス・エス九州会場

大阪府大阪市
兵庫県神戸市
佐賀県鳥栖市

グループ
電気式パッケージエアコン
およびガスヒートポンプエアコンの設備更新
によるCO2削減事業

A30-32 B103 5332003
福岡商事株式会社
株式会社福岡銀行

ふくぎん博多ビル 福岡県福岡市 単独 ふくぎん博多ビル空調設備更新工事

A30-33 B107 5332005
板橋運送株式会社
株式会社ダイエー

株式会社ダイエー ダイエー西台店 東京都板橋区 単独
ダイエー西台店 空調設備更新による
CO2削減事業

A30-34 B111 5332008 医療法人財団 明理会 医療法人財団明理会西仙台病院 宮城県仙台市 単独
空冷ヒートポンプパッケージ(寒冷地仕様)導入
によるCO2削減事業

採択　補助事業区分：設備更新補助事業 A 主要なシステム系統でCO2排出量30％以上削減
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工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者

実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A15-32 A101 5322001 明和工業株式会社 苫小牧工場 北海道苫小牧市 単独 高効率EHPの導入によるCO2削減事業

A15-33 A102 5322002
株式会社アグサ
株式会社おんりーゆー

株式会社おんりーゆー おんりーゆー 神奈川県南足柄市 単独 おんりーゆーCO2削減事業

A15-34 A104 5322003
三井住友ファイナンス＆リース株式会社
株式会社甲南アセット

株式会社甲南アセット松江ビル 島根県松江市 単独
㈱甲南アセット 松江ビル
高効率空調導入によるCO2削減事業

A15-35 A106 5322005 株式会社トーエイ ショッピングタウン トーエイ 広島県庄原市 単独 ショッピングタウントーエイ CO2削減事業

A15-36 A107 5322006 株式会社松浦スチロール工業所 川尻工場 静岡県榛原郡 単独
ガス焚き蒸気ボイラ等導⼊による

CO2削減事業

A15-37 A108 5322007 セントラルリーシングシステム株式会社 マウレ山荘 北海道紋別郡 単独
既存熱源設備の老朽化に伴う更新
及びLPGコージェネレーションシステム
新規導入

A15-38 A109 5322008 南国商事株式会社 アルファホテル徳島 徳島県徳島市 単独
アルファホテル徳島における高効率機器導入
によるCO2削減事業

A15-39 A113 5322011 株式会社まるいちフードセンター まるいちフードセンター岡部店 福島県福島市 単独 まるいちフードセンター岡部店 設備更新事業

A15-40 A114 5322012 株式会社まるいちフードセンター まるいちフードセンター若宮店 福島県二本松市 単独
まるいちフードセンター若宮店における
省エネルギー事業

A15-41 A115 5322013
東美濃農業協同組合
昭産商事株式会社

Aコープ福岡店 岐阜県中津川市 単独 Aコープ福岡店 設備更新事業

A15-42 A116 5322014 有限会社 三河屋スーパー 三河屋スーパー御代志店 熊本県合志市 単独
三河屋スーパー御代志店における
CO2削減事業

A15-43 A117 5322015 株式会社 遠鉄ストア 遠鉄ストア フードワン泉店 静岡県浜松市 単独
フードワン泉店 高効率冷凍冷蔵
設備更新工事によるCO2削減事業

A15-44 A118 5322016
株式会社フクショク
ゆうあい商事有限会社

フクショク プライスクラブ福岡店 福岡県福岡市 単独 プライスクラブ福岡店 設備更新工事

A15-45 A120 5322018
東京センチュリー株式会社
株式会社平八

株式会社平八　冷凍物流センター 大阪府豊中市 単独
高効率冷凍・冷蔵設備導入による
CO2削減事業

A15-46 A122 5322020 美濃窯業株式会社 亀崎工場 愛知県半田市 単独
乾燥炉・焼成炉用バーナー交換(燃料転換)
によるCO2削減事業

A15-47 A123 5322021
株式会社キューコーリース
医療法人カジオ会

医療法人カジオ会
介護老人保健施設とまと

熊本県八代市 単独
油焚き吸収式冷温水機を
電気式パッケージエアコンに更新によるCO2削
減事業

A15-48 A124 5322022
株式会社アコス
株式会社フレスコ

本社工場 福井県福井市 単独
冷凍・冷蔵設備更新工事
(株式会社アコス 本社）

A15-49 B102 5332002 医療法人社団良俊会 ふくの若葉病院 富山県南砺市 単独
空調、給湯システム更新及び燃料転換による
CO2排出量削減事業

A15-50 B104 5332004
福岡レンダリング協同組合
日本食品株式会社

福岡レンダリング協同組合 福岡県田川郡 単独
蒸気ボイラーのLNG燃料転換による
CO2削減事業

A15-51 B108 5332006 医療法人仁風会 倉敷仁風ホスピタル 岡山県倉敷市 単独
倉敷仁風ホスピタル
空調設備更新によるCO2削減事業

A15-52 B109 5332007
大阪ガスファイナンス株式会社
株式会社積水化成品近江／Daigasエナジー株式会社

株式会社積水化成品近江 滋賀県甲賀市 単独
ガス焚き蒸気ボイラ等導入による
CO2削減事業

A15-53 B007 5332009 さしま食品加工協同組合 さしま食品加工協同組合 茨城県猿島郡 単独
蒸気ボイラと脱臭炉の重油から
都市ガスへの燃料転換によるCO2削減事業

採択　補助事業区分：設備更新補助事業 A 工場事業場でCO2排出量15％以上削減

2 / 2 ページ

sf05Hp3



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

438 438 438

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

34.2

2030年、基準年度CO2排出量の40％減を目指し、空調システムの運用変更などを
推進する。

2050年、カーボンニュートラル実現に向けて、エネルギーの低炭素化、脱炭素化
に取り組み、CO2排出量をゼロとする。

228 228

4,031

228 228 228

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 228 228 228 228

CO2削減率(%) ― 0.0 34.2 34.2

CO2排出量(対策後) ― 667 438

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

34.2

667 667 667

0.0 5.7 5.7 5.7 5.7

3,8033,803 3,803

4,031

0

228 228

3,803

0 228 228

4,031 4,031 4,031 4,031

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調熱源システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 228

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 667 667 667

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 4,031

対
基準年度

CO2削減量 ― 228 228

1

3 3 3 3

225 225 225 225設備導入 空調熱源燃料転換 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月 225

令和7年度 令和8年度

計画年度以降も継続する
3運用改善 空調稼働時間の削減 ○ 予定なし 令和7年3月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 社会福祉法人恩賜財団済生会

大阪府済生会千里病院
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A30-26



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 空冷式熱源機の運用改善 ○ 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 福寿工業株式会社

101工場
ES株式会社

設備導入 高効率空冷式熱源機への更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

104

2 2 2 2

104 104 104 104

2

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空冷式熱源機システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 106

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 237 237 237

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 7,122

対
基準年度

CO2削減量 ― 106 106

106 106

7,016

0 106 106

7,122 7,122 7,122 7,122

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

44.7

237 237 237

0.0 1.5 1.5 1.5 1.5

7,0167,016 7,016

7,122

0 106 106

7,122

106 106 106

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 106 106 106 106

CO2削減率(%) ― 0.0 44.7 44.7

CO2排出量(対策後) ― 237 131

2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向けて、途中の2025
年(目標年度)までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出量をゼロにする。

131 131 131

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

44.7

採択者一覧へ戻る

A30-27



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人　徳洲会

四街道徳洲会病院

運用改善 冷水出口温度の調整 ○ 令和6年12月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

1

電化 高効率ヒートポンプチラーの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年8月 212 212 212 2121

1 1 1 1

212

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 213

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 592 592 592

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 2,318

対
基準年度

CO2削減量 ― 213 213

213 213

2,105

0 213 213

2,318 2,318 2,318 2,318

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

36.1

592 592 592

0.0 9.2 9.2 9.2 9.2

2,1052,105 2,105

2,318

0 213 213

2,318

213 213 213

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 213 213 213 213

CO2削減率(%) ― 0.0 36.1 36.1

CO2排出量(対策後) ― 592 378

2030年、基準年度CO2排出量の30%減を目指す。その実現に向け、途中の2025年度
（目標年度）までに、まずは主要システム系統（空調システム）おける基準年度
の30%以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当院からのCO2排出量ゼロを目指す。

378 378 378

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

36.1

採択者一覧へ戻る

A30-28



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

3
部分更新・機
能付加

二次ポンプの圧力設定値変更 ○ 予定なし 令和6年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 国立大学法人金沢大学

金沢大学附属病院
なし

設備導入 蒸気システムの高効率化 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

更なる省エネ検討を続ける。
102

24 24 24 24
更なる省エネ検討を続ける。

電化 熱源システムの電化による高効率化 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月 2,197 2,197 2,197 2,197
更なる省エネ検討を続ける。

1

102 102 102 102

24

2,197

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

中央熱源システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 2,323

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 5,669 5,669 5,669

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 18,631

対
基準年度

CO2削減量 ― 1,680 1,680

2,323 2,323

16,951

0 2,323 2,323

19,274 19,274 19,274 19,274

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

41.0

5,669 5,669 5,669

-3.4 9.0 9.0 9.0 9.0

16,95116,951 16,951

19,274

-643 1,680 1,680

19,274

2,323 2,323 2,323

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 2,323 2,323 2,323 2,323

CO2削減率(%) ― 0.0 41.0 41.0

CO2排出量(対策後) ― 5,669 3,346

ESCO事業及び設備機器更新事業等の省エネルギー対策を実施、太陽光発電設備の
設置による創エネルギー対策を行い、2030年までに2013年比51%以上のCO2排出量
削減を目指す。

建物大規模改修に伴うZEB化や太陽光発電等の創エネルギー対策を行い、
2050年カーボンニュートラルの実現を目指す。

3,346 3,346 3,346

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

41.0

採択者一覧へ戻る

A30-29



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 照明点灯時間の見直し ○ 令和6年8月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 SKハウジング株式会社

大阪リバーサイドホテル

電化 高効率パッケージエアコンの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年8月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

81

1 1 1 1

81 81 81 81

1

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 82

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 166 166 166

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 677

対
基準年度

CO2削減量 ― 82 82

82 82

594

0 82 82

677 677 677 677

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

49.6

166 166 166

0.0 12.1 12.1 12.1 12.1

594594 594

677

0 82 82

677

82 82 82

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 82 82 82 82

CO2削減率(%) ― 0.0 49.6 49.6

CO2排出量(対策後) ― 166 83

2030年、基準年度CO2排出量の30％減を目指す。その実現に向け、途中の2025年
年度（目標年度）において、まず主要システム系統（空調機）における基準年度
の30％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業所からのCO2排出量ゼロを目指す。

83 83 83

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

49.6

採択者一覧へ戻る

A30-30



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

142 142 142

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

48.7

2030年、基準年度（令和3年度）CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2027年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

135 135

1,473

135 135 135

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 57 135 135 135

CO2削減率(%) ― 0.0 20.7 48.7

CO2排出量(対策後) ― 277 220

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

48.7

277 277 277

0.0 3.9 9.2 9.2 9.2

1,3381,416 1,338

1,473

0

135 135

1,338

0 57 135

1,473 1,473 1,473 1,473

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 57

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 277 277 277

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,473

対
基準年度

CO2削減量 ― 57 135

53 53 53 53

57

継続的に実施することで、
CO2排出削減を維持25 25 25 25

57 57 57 57
適宜メンテナンス等を実施
し、高効率を維持。

令和7年度 令和8年度

適宜メンテナンス等を実施
し、高効率を維持。設備導入 高効率ガスヒートポンプエアコンの導入 ○ 国(SHIFT) 令和7年4月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

設備導入 高効率パッケージエアコンの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

運用改善 空調機設定温度の緩和 ○ 令和7年5月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社ユー･エス･エス

USS大阪会場　USS神戸会場　USS九州会場　　
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A30-31



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 空調稼働時間の削減 ○ 令和8年1月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 福岡商事株式会社

ふくぎん博多ビル
なし

設備導入 GHP室外機の更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年7月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

10 10 10

72 72 72 72

10

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 267 267 267

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,476

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 82

82 82

1,395

0 0 82

1,476 1,476 1,476 1,476

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

30.6

267 267 267

0.0 0.0 5.5 5.5 5.5

1,3951,476 1,395

1,476

0 82 82

1,476

82 82 82

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 82 82 82

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 30.6

CO2排出量(対策後) ― 267 267

事業所内電灯のLED化を完了させる。
事業所内室内機の更新を実施する。

自然エネルギー由来の電力を最大限に利用する。

185 185 185

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

30.6

採択者一覧へ戻る

A30-32



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

3 運用改善 冷暖房設定温度の変更 ○ 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 板橋運送株式会社

株式会社ダイエー　ダイエー西台店
パナソニック産機システムズ株式会社

運用改善 エアハンドリングユニットの運転時間の短縮 ○ 予定なし 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

35 35 35

電化 吸収式冷温水機から電気式空調設備への切替 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月 137 137 137 1371

2 2 2 2

35

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 518 518 518

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,883

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 174

174 174

1,709

0 0 174

1,883 1,883 1,883 1,883

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

33.5

518 518 518

0.0 0.0 9.2 9.2 9.2

1,7091,883 1,709

1,883

0 174 174

1,883

174 174 174

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 174 174 174

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 33.5

CO2排出量(対策後) ― 518 518

2021年度環境行動計画として①環境教育の推進、②燃費向上、③事務所での環境
保全の推進の3つの目標を定め、情報提供教育の実施、月次実績の公表、個別指
導の実施、削減量の目標に向けた実施の取り組みを推進。その一環として、当該
事業所について設備更新によるCO2排出量削減に着手。照明のLED化など、一部は
既に実施。本策定支援事業に基づいて空調および給湯システムの更新し、システ
ム系統のCO2排出量を30％以上削減。また、テナント側で別途計画している冷凍
冷蔵設備の更新も、事業所のCO2排出量削減に寄与する予定。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

344 344 344

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

33.5

採択者一覧へ戻る

A30-33



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

156 156 156

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

59.5

2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向けて、途中の2025
年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

建築物の改修や建て替えの際には、環境負荷の少ない省エネ・省CO2に準じた設
計を取り入れ、再生可能エネルギーの導入も視野に入れながら、CO2排出量ゼロ
を目指す。

291 291

1,457

229 229 229

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 229 229 229

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 59.5

CO2排出量(対策後) ― 384 384

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

59.5

384 384 384

0.0 0.0 15.7 20.0 20.0

1,1661,457 1,228

1,457

0

291 291

1,166

0 0 229

1,457 1,457 1,457 1,457

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空気調和システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 384 384 384

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,457

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 229

1

2

3

設備導入 照明設備のLED化 令和8年7月

電化 ビル用マルチエアコンの燃料転換 ○ 予定なし 令和6年9月 37

62

192 192 192電化 ビル用マルチエアコンの燃料転換 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月 192

令和7年度 令和8年度

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人財団明理会

西仙台病院
なし

62 62

37 3737

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A30-34



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

国の方針に沿い、工場の敷地境界内において基準年度（2013年度）比でCO2排出
量を灯油→電化及び自主的対策により、46%以上削減することを目指す。

国の方針に沿い、工場の敷地境界内においてで可能な限りのCO2削減を目指す。

33 33

128

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 25.6 25.6 25.6 25.6

9595 95

128

0

33 33

95

0 33 33

128 128 128 128

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 128

対
基準年度

CO2削減量 ― 33 33

1

0 0 0 0

0

32 32 32 32電化 高効率エアコンへの更新 国(SHIFT) 令和6年11月 32

0 0 0 0

令和7年度 令和8年度

0運用改善 新設工場棟における不要箇所の消灯（自主的対策） 令和6年6月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

3

以降の活動予定
令和6年度

4 運用改善 外灯における不要時間帯の消灯（自主的対策） 令和6年6月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 明和工業株式会社

苫小牧工場
北電総合設計株式会社

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-32



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

3

4

設備導入 高効率冷凍・冷蔵設備の導入 国(SHIFT) 令和6年9月

設備導入 高効率パッケージエアコンの導入 国(SHIFT) 令和6年9月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社おんりーゆー

おんりーゆー
株式会社エナジーサービス

設備導入 LED照明の導入 予定なし 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

16

3 3 3 3

運用改善 井戸水ポンプの不要時停止 予定なし 令和6年12月 13

7

13 13 13

7 7 7 7

電化 給湯設備のハイブリット 国(SHIFT) 令和6年9月 104 104 104 104

5

2

13

16 16 16 16

3

104

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 872

対
基準年度

CO2削減量 ― 142 142

142 142

731

0 142 142

872 872 872 872

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 16.3 16.3 16.3 16.3

731731 731

872

0 142 142

872

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度対比30%減を目指す。

国の環境方針に沿い、低炭素電力の活用や創エネ設備の導入等を検討し、CO2排
出量ゼロを目指す。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 高効率エアコンの設定温度の変更 ○ 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社甲南アセット

松江ビル

設備導入 高効率エアコンへの更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

40

5 5 5 5

40 40 40 40

5

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

高効率エアコンシステ
ム

対策によるCO2削減効果 ― 0 44

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 85 85 85

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 265

対
基準年度

CO2削減量 ― 44 44

44 44

221

0 44 44

265 265 265 265

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

52.1

85 85 85

0.0 16.7 16.7 16.7 16.7

221221 221

265

0 44 44

265

44 44 44

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 44 44 44 44

CO2削減率(%) ― 0.0 52.1 52.1

CO2排出量(対策後) ― 85 41

国が掲げる二酸化炭素排出量削減目標の2030年に2013年度比46%減を考慮し、弊
社所有の物件において適切な設備更新などを行い、2013年度比でCO2排出量の
30％減を目指す。

国が掲げるカーボンニュートラルの目標にならい、効率が悪い設備の更新や可能
な範囲で太陽光発電設備の導入を検討し、2050年にCO2排出量をゼロにすること
を目指す。41 41 41

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

52.1

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

4

設備導入 受変電設備 国(SHIFT) 令和6年8月

運用改善 ショーケース夜間冷却停止 予定なし 令和6年8月

運用改善 冷蔵ショーケースの霜取りヒーター通電間隔の延長 予定なし 令和6年8月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社トーエイ

ショッピングタウントーエイ
なし

設備導入 冷蔵冷凍設備 国(SHIFT) 令和6年8月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

48

5 5 5 5

運用改善 冷蔵ショーケース庫内照明の消灯 予定なし 令和6年8月 1

6

1 1 1

6 6 6 6

電力低炭素化 太陽光発電設備 国(SHIFT) 令和6年8月 44 44 44 44

5

6

3

1

48 48 48 48

5

44

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 355

対
基準年度

CO2削減量 ― 107 107

107 107

249

0 107 107

355 355 355 355

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 30.0 30.0 30.0 30.0

249249 249

355

0 107 107

355

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

本事業を実施する事により、基準エンドと比較して30％のCO2排出量の削減を行
います。
CO2排出削減に資する行動を継続実施し、2023年に基準年度と比較して50％の削
減を目指います。
地域で唯一の地元資本のショッピングセンターとして、脱炭素経営に注力し、地
域の脱炭素経営のリーディングカンパニーとして地域の脱炭素化が加速するよう
取り組んでまいります。

SDGｓ宣言に基づき持続可能な社会の実現に向けて、CO2排出量ゼロに向けた取り
組みを継続的に実施します。
技術革新などの将来技術も視野に入れ努力してまいります。0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

3 3 3 33

---

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

2,374 2,374 2,374

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

35.8

2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向けて、途中の2025
年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出量をゼロにする。

1,322 1,322

4,520

1,322 1,322 1,322

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 1,322 1,322 1,322 1,322

CO2削減率(%) ― 0.0 35.8 35.8

CO2排出量(対策後) ― 3,696 2,374

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

35.8

3,696 3,696 3,696

0.0 29.2 29.2 29.2 29.2

3,1993,199 3,199

4,520

0

1,322 1,322

3,199

0 1,322 1,322

4,520 4,520 4,520 4,520

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

蒸気システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 1,322

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 3,696 3,696 3,696

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 4,520

対
基準年度

CO2削減量 ― 1,322 1,322

1,309 1,309 1,309 1,309

12 12 12 12 12

令和7年度 令和8年度

1,309設備導入 ボイラー設備の更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年8月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2
部分更新・機
能付加

台数制御装置の導入 ○ 予定なし 令和6年8月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社松浦スチロール工業所

川尻工場
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-36



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

国の指針「2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す」その実現に向けて、
途中の2025年（目標年度）までに基準年度の20％以上の削減を目指す。

国の環境方針に沿い、より一層の省CO2対策に取り組み、2050年に向け当事業場
からのCO2排出量を可能な限り削減する

220 220

978

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 22.4 22.4 22.4 22.4

759759 759

978

0

220 220

759

0 220 220

978 978 978 978

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 978

対
基準年度

CO2削減量 ― 220 220

164 164 164 164

34

21 21 21 21 21

34 34 34 34

令和7年度 令和8年度

164燃料低炭素化 μCGS及び真空温水ヒーター導入工事 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

燃料低炭素化 冷却塔一体型冷温水発生機導入工事 国(SHIFT) 令和6年9月

設備導入 照明設備LED導入工事 令和6年9月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 セントラルリーシングシステム株式会社

マウレ山荘
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

57 57 57

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

57.3

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の38％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の37％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

77 77

211

77 77 77

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 77 77 77 77

CO2削減率(%) ― 0.0 57.3 57.3

CO2排出量(対策後) ― 134 57

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

57.3

134 134 134

0.0 36.4 36.4 36.4 36.4

134134 134

211

0

77 77

134

0 77 77

211 211 211 211

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

（給湯・加温システム
のハイブリッド化）

対策によるCO2削減効果 ― 0 77

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 134 134 134

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 211

対
基準年度

CO2削減量 ― 77 77

2

6 6 6 6

1

70 70 70 70電化 冷温水機の電化及び高効率化 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月 70

1 1 1 1

令和7年度 令和8年度

6設備導入 温水ボイラの高効率化 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

3 運用改善 冷温水の出口温度調整 ○ 予定なし 令和6年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 南国商事株式会社

アルファホテル徳島
株式会社スマート・リソース

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の40％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2025年（目標年度）までに基準年度の20％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

79 79

389

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 20.2 20.2 20.2 20.2

310310 310

389

0

79 79

310

0 79 79

389 389 389 389

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 389

対
基準年度

CO2削減量 ― 79 79

76 76 76 76

3 3 3 3 3

令和7年度 令和8年度

76設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 照明設備の不要時間帯の消灯 予定なし 令和7年1月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社まるいちフードセンター

まるいちフードセンター岡部店
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 照明設備の不要時間帯の消灯 予定なし 令和6年12月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社まるいちフードセンター

まるいちフードセンター若宮店
なし

設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

52

2 2 2 2

52 52 52 52

2

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 288

対
基準年度

CO2削減量 ― 54 54

54 54

234

0 54 54

288 288 288 288

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 18.7 18.7 18.7 18.7

234234 234

288

0 54 54

288

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の40％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2025年（目標年度）までに基準年度の15％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る

A15-40



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

2030年、基準年度CO2排出量の40％減を目指す。
その実現に向けて途中の2024年（目標年度）までに
基準年度の30.0％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

58 58

181

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 31.8 31.8 31.8 31.8

123123 123

181

0

58 58

123

0 58 58

181 181 181 181

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 181

対
基準年度

CO2削減量 ― 58 58

52 52 52 52

4

2 2 2 2 2

4 4 4 4

令和7年度 令和8年度

52設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

設備導入 高効率空調設備への更新 国(SHIFT) 令和6年12月

運用改善 照明設備の不要時間帯の消灯 予定なし 令和6年12月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 東美濃農業協同組合

Aコープ福岡店
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2 運用改善 照明設備の不要時間帯の消灯 予定なし 令和7年1月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 有限会社　三河屋スーパー

三河屋スーパー御代志店
なし

設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年8月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

37

1 1 1 1

37 37 37 37

1

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 192

対
基準年度

CO2削減量 ― 39 39

39 39

153

0 39 39

192 192 192 192

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 20.2 20.2 20.2 20.2

153153 153

192

0 39 39

192

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の40％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2025年（目標年度）までに基準年度の20％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

2030年、基準年度CO2排出量の40％減を目指す。
その実現に向けて途中の2025年（目標年度）までに
基準年度の20.0％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

137 137

672

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 20.3 20.3 20.3 20.3

536536 536

672

0

137 137

536

0 137 137

672 672 672 672

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 672

対
基準年度

CO2削減量 ― 137 137

132 132 132 132

5 5 5 5 5

令和7年度 令和8年度

132設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 照明設備の不要時間帯の消灯 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会遠鉄ストア

フードワン泉店
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

設備導入 高効率空調設備への更新 国(SHIFT) 令和6年11月

設備導入 LED照明の導入 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社フクショク

フクショク　プライスクラブ福岡店

設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

24

27 27 27 27

6 6 6 6 6

24 24 24 24

27

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 308

対
基準年度

CO2削減量 ― 57 57

57 57

251

0 57 57

308 308 308 308

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 18.5 18.5 18.5 18.5

251251 251

308

0 57 57

308

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度CO2排出量の40％減を目指す。
その実現に向けて途中の2024年（目標年度）までに
基準年度の15.0％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る

A15-44



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

197 197 197

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

34.7

省エネルギー活動の他、太陽光発電設備の導入により
2025年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

冷凍機については省エネ型自然冷媒機器の導入を検討する。
低炭素電力への切替等の施策により、CO2排出量をゼロにする。

104 104

467

104 104 104

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 105 105 105 105

CO2削減率(%) ― 0.1 34.7 34.7

CO2排出量(対策後) ― 301 197

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

34.7

301 301 301

0.0 22.4 22.4 22.4 22.4

362362 362

467

0

104 104

362

0 104 104

467 467 467 467

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

冷凍・冷蔵システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 104

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 301 301 301

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 467

対
基準年度

CO2削減量 ― 104 104

101 101 101 101

3 3 3 3 3
デフロスト間隔の
最適化の検討

令和7年度 令和8年度

省エネ型自然冷媒機器の導入
検討101設備導入 高効率冷凍・冷蔵設備の導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 デフロスト間隔の延長 ○ 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社平八

株式会社平八　冷凍物流センター
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

3
部分更新・機
能付加

連続式焼成炉(遮熱塗装) ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 美濃窯業株式会社

亀崎工場

部分更新・機
能付加

連続式焼成炉の排熱回収設備の付加 ○ 予定なし 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

111

7 7 7 7

燃料低炭素化 乾燥炉・焼成炉用バーナー交換（燃料転換） ○ 国(SHIFT) 令和6年10月 552 552 552 5521

111 111 111 111

7

552

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

重油乾燥・焼成炉用燃
焼システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 670

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 2,286 2,286 2,286

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 4,419

対
基準年度

CO2削減量 ― 670 670

670 670

3,749

0 670 670

4,419 4,419 4,419 4,419

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

29.3

2,286 2,286 2,286

0.0 15.2 15.2 15.2 15.2

3,7493,749 3,749

4,419

0 670 670

4,419

670 670 670

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 670 670 670 670

CO2削減率(%) ― 0.0 29.3 29.3

CO2排出量(対策後) ― 2,286 1,616

2030年、基準年度CO2排出量の30％減を目指す。その実現に向けて、途中の2025
年（目標年度）までに基準年度の15％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出量を実質的にゼロにす
る。

1,616 1,616 1,616

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

29.3

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

37 37 37

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

79.3

基準年度（令和5年度）CO2排出量と比較して、大幅な減少を目指す。
実現に向けて、設備更新により省CO2となる高効率機器の導入等を検討する。

当施設からのCO2排出量について、2030年よりさらなる減少を目指す。
実現に向けて、A重油やLPG利用設備の電化などを検討する。

141 141

911

141 141 141

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 141 141 141 141

CO2削減率(%) ― 0.0 79.3 79.3

CO2排出量(対策後) ― 178 37

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

79.3

178 178 178

0.0 15.5 15.5 15.5 15.5

770770 770

911

0

141 141

770

0 141 141

911 911 911 911

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 141

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 178 178 178

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 911

対
基準年度

CO2削減量 ― 141 141

1

8 8 8 8

133 133 133 133燃料低炭素化 高効率空調への更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月 133

令和7年度 令和8年度

8運用改善 空調設定温度の緩和 ○ 予定なし 令和7年2月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人カジオ会

介護老人保健施設とまと
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-47



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

運用改善 冷凍・冷蔵設備の不要時停止 ○ 令和7年1月

運用改善 冷暖房設定温度の緩和 令和6年7月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社アコス

本社工場
株式会社サンワコン

設備導入 高効率冷凍・冷蔵設備への導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

78

4 4 4 4

1 1 1 1 1

78 78 78 78

4

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

冷凍・冷蔵システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 82

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 197 197 197

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 232

対
基準年度

CO2削減量 ― 83 83

83 83

149

0 83 83

232 232 232 232

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

41.4

197 197 197

0.0 35.9 35.9 35.9 35.9

149149 149

232

0 83 83

232

82 82 82

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 82 82 82 82

CO2削減率(%) ― 0.0 41.4 41.4

CO2排出量(対策後) ― 197 116

本件の省エネ設備の導入により、システム系統で30％以上のCO2排出量の削減を
目指す。
また、設備導入以外にも運用改善による対策を進める中で、従業員や利用者への
節電に係る意識啓発活動も併せて実施する。
更に、2030年までの削減目標に向けて、太陽光発電の導入による自家消費を検討
することによりさらに大幅なCO2排出量の削減を目指していく。

国や福井県が掲げるゼロカーボンへの取組方針に沿い、2050年までに事業場で排
出するCO2排出量を実質ゼロにする取組を進める。既に新電力には電力切替を
行ったが、RE100電気も含めてよりCO2排出係数の低い電力会社への切り替えを検
討していく。

116 116 116

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

41.4

採択者一覧へ戻る

A15-48



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

9 9 9

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人社団良俊会

ふくの若葉病院
株式会社リミックスポイント

運用改善 空冷ヒートポンプチラーの冷水出口温度緩和 ○ 予定なし 令和7年12月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

3

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

電化 高効率チラー、空調設備の導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月 191 191 191 191
定期的なメンテナンスの実施

定期的なメンテナンスの実施
9

1

2 電化 高効率給湯設備の導入 ○ 国(SHIFT)

1 1 1 1

令和6年9月

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調＋給湯システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 394 394 394

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 672

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 201

201 201

470

0 0 201

672 672 672 672

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

51.0

394 394 394

0.0 0.0 29.9 29.9 29.9

470672 470

672

0 201 201

672

201 201 201

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 201 201 201

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 51.0

CO2排出量(対策後) ― 394 394

2030年、基準年度（令和2年度）CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2025年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

193 193 193

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

51.0

採択者一覧へ戻る

A15-49



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 福岡レンダリング協同組合

福岡レンダリング協同組合
西部ガス株式会社

部分更新・機
能付加

経年劣化したスチームトラップの交換 予定なし 令和7年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

燃料低炭素化 ボイラーの燃料転換 国(SHIFT) 令和6年9月 1,180 1,180 1,180 1,1801

5 5 5 5

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 5,662

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 1,185

1,185 1,185

4,477

0 0 1,185

5,662 5,662 5,662 5,662

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0.0 0.0 20.9 20.9 20.9

4,4775,662 4,477

5,662

0 1,185 1,185

5,662

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― --- --- --- --- ---

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― --- ---

2030年で基準年度CO2排出量の25％減を目指す。

カーボンニュートラルメタンの利用や太陽光発電等の再生可能エネルギーによる
電気を使用し、2050年には当工場からのCO2排出量をより一層削減する。

--- --- ---

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る

A15-50



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

152 152 152

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

49.1

2030年、基準年度（2021年度～2023年度の３ヵ年の平均）CO2排出量の30％を目
指す。

低炭素電力の活用や創エネ設備の導入等を進め、ZEB化建物にし、2050年には事
業所からのCO2排出量をゼロにする。

147 147

660

147 147 147

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 147 147 147

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 49.1

CO2排出量(対策後) ― 299 299

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

49.1

299 299 299

0.0 0.0 22.2 22.2 22.2

513660 513

660

0

147 147

513

0 0 147

660 660 660 660

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調設備

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 299 299 299

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 660

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 147

130 130 130 130

17 17 17 17

令和7年度 令和8年度

設備導入 空調設備更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 冷暖房設定温度の変更 ○ 令和6年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人仁風会

倉敷仁風ホスピタル
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-51



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

-1,153 -1,153 -1,153

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

積水化成品グループでは、CO２排出量の削減目標値（2018年度比）について、
2030年度に27%削減を掲げています。生産活動の省エネルギー推進やエネルギー
調達方法の見直しなどグループ全体で取り組んでおります。また、他拠点でもＡ
重油から都市ガスに燃料転換を実施し低炭素化を進めております。今後もグルー
プ全体で低炭素・脱炭素化を積極的に進めていき、継続した省エネルギー活動を
推進していきます。

2050年度までに実質CO2排出量ゼロを目指しております。更なる生産の高効率化
や再生可能エネルギーの導入を推進しCO2フリー電力の導入や都市ガスおよびLNG
のカーボンニュートラル化(メタネーション）などを適切なタイミングで実施し
ます。

1,153 1,153

4,287

1,153 1,153 1,153

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 1,153 1,153 1,153

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 0.0 26.9 26.9 26.9

3,1344,287 3,134

4,287

0

1,153 1,153

3,134

0 0 1,153

4,287 4,287 4,287 4,287

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

蒸気システム系統

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 4,287

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 1,153

1

16 16 16 16

4

1,133 1,133 1,133燃料低炭素化 蒸気ボイラの燃料転換 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月 1,133

4 4 4

令和7年度 令和8年度

燃料低炭素化 バックアップボイラの燃料転換(定期点検時使用) ○ 予定なし 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度

3
部分更新・機
能付加

スチームトラップの補修 ○ 予定なし 令和6年12月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社積水化成品近江

株式会社積水化成品近江
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-52



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

2030年度までに基準年度(令和5年度)CO2排出量の30%減を目指す。
そのための取り組みとして
・脱臭炉をガス燃焼のものに交換し燃料を重油から都市ガスに転換する
・蒸気ボイラのバーナー改造を行い燃料を重油から都市ガスに転換する
・工場内の照明を全てLED照明に交換する
・エアコンの設定温度を前年度より夏は2度高く、冬は2度低く設定する

2050年度までに工場全体に基準年度(令和5年度)CO2排出量の90%減を目指す。燃
料転換実施後の都市ガスについてカーボンオフセットされたものを調達し、水素
やメタネーションの活用を視野に入れることでCO2排出量削減に努める。また、
電気についても再エネ由来低CO2電力の割合増や、太陽光発電システムの導入を
検討することでCO2排出量減を行う。

751 751

3,175

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 0.1 23.6 23.6 23.6

2,4253,172 2,425

3,175

0

751 751

2,425

0 4 751

3,175 3,175 3,175 3,175

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 3,175

対
基準年度

CO2削減量 ― 4 751

1

2 燃料低炭素化 脱臭炉の機器交換、および燃料転換 国(SHIFT)

4 4 4 4

令和6年9月 10

737 737 737燃料低炭素化 蒸気ボイラのバーナー改造による燃料転換、ガス配管設備 国(SHIFT) 令和6年9月 737

令和7年度 令和8年度

4設備導入 工場内の水銀灯をLEDに交換する 予定なし 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

3

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 さしま食品加工協同組合

さしま食品加工協同組合
なし

10 10 10

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-53


